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課題名 世界初のCO2と炭素を使った大容量蓄電システムの実用化

プロジェクトの概要

脱炭素社会の更なる加速に向けて、

小型 /低コスト化が可能な中・大規模

蓄電システムとして、世界初のカー

ボン空気二次電池システム “ C A S B

システム（C a r b o n  A i r  S e c o n d a r y

B a t t e r y  S y s t e m ”）の事業化を目

指す。

研究開発代表者らが提案し、世界で

初めて実証した  C A S B  システムは、

酸 化 物 燃 料 電 池 / 電 解 セ ル

（S O F C / S O E C）を用いた、酸化還元

反応：C  +  O 2  ⇄  CO 2  を利用して充

放電する新しい蓄電技術である（原

理特許を取得）。C A S B  システムは、

充放電部の  S O F C / S O E C  と活物質

の炭素および  CO 2  から構成され

る。CO 2  は、容易に液化することが

可能であり、他の蓄電デバイス /シス

テムと比較して、特に小型化、低コス

ト化、希少金属の供給による制限を

受けない、などの観点から、原理的

に圧倒的な優位性を有する。

ビジネスモデル（申請時）

特に再エネの過剰供給を受けて喫緊の課題に直面している顧客候補などの

強いニーズを

既に確認していることから、本助成事業期間中に早急に実証機を試作し、顧

客候補と実証を

進めることで、起業後、早期の市場投入を狙う。

活動計画（申請時）

ビジネスモデルとしては、コアとなる  S O F C / S O E C  部の製造販売に加えて、

顧客要件に合わせた蓄電池システムの構築・実装などのインテグレーション

までを行う。将来的には、電池の運転データを取得し、A I  による自動診断、劣

化を補う制御プログラム等の付加価値サービスを提供する。また、別途開発を

進めるインテリジェントエネルギーシステム “ E n e - S w a l l o w ®️ ”事業と連携

し、C A S B  システムの価値を最大化する。
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